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表紙

平河ヒューテック株式会社
(証券コード:5821)

第82回
　

定 時 株 主 総 会
招 集 ご 通 知

開催日時

開催場所

決議事項

2023年６月29日（木曜日）午前10時

東京都港区海岸一丁目11番２号
アジュール竹芝
13階　「飛鳥」

第１号議案　取締役６名選任の件
第２号議案　補欠監査役１名選任の件
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株主各位、議決権行使についてのご案内

証券コード　5821
（発送日） 2023年６月９日

（電子提供措置開始日） 2023年６月７日
株 主 各 位

東 京 都 港 区 芝 四 丁 目 1 7 番 5 号

代 表 取 締 役
執 行 役 員 社 長 篠  祐 一

【当社ウェブサイト】
　https://www.hewtech.co.jp/

【株主総会資料　掲載ウェブサイト】
　https://d.sokai.jp/5821/teiji/

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
　https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

第82回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第82回定時株主総会を開催いたしますので、ご通知申しあげます。

　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供
措置事項）について電子提供措置をとっており、インターネット上の以下のウェブ
サイトに掲載しておりますので、いずれかのウェブサイトにアクセスの上、ご確認
くださいますようお願い申しあげます。

（上記ウェブサイトにアクセスいただき、メニューより「IR情報」「株式につい
て」「株主総会」を順に選択いただき、ご確認ください。）

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「平河ヒ
ューテック」または「コード」に当社証券コード「５８２１」を入力・検索し、
「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総
会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）

－ 1 －
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株主各位、議決権行使についてのご案内

１． 日 時 2023年６月29日（木曜日）午前10時
（受付開始は午前９時30分）

２． 場 所 東京都港区海岸一丁目11番２号
アジュール竹芝　13階「飛鳥」
（会場が前回と異なっておりますので、末尾の「会場ご案内図」を

ご参照いただき、お間違えのないようご注意ください。）
３． 目 的 事 項

報 告 事 項 １．第82期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会
の連結計算書類監査結果報告の件

２．第82期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 取締役６名選任の件
第２号議案 補欠監査役１名選任の件

     

　なお、当日ご出席されない場合は、書面またはインターネット等によって議決権を行使す
ることができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2023年６月28日
（水曜日）午後５時30分までに行使くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
記

以　上

◎当日ご出席の際は、お手数ながら本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行使書用紙を会場受付
にご提出くださいますようお願い申しあげます。

◎インターネットにより複数回、議決権を行使された場合は、最後に行われた議決権行使を有効なも
のとしてお取り扱いいたします。

◎議決権行使書面とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、到着日時を問わず、
インターネットによる議決権行使を有効なものとしてお取り扱いいたします。

◎議決権行使書面において、各議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示があったもの
として取り扱わせていただきます。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウェブサイトにおいて、その
旨、修正前の事項及び修正後の事項を掲載させていただきます。

－ 2 －
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株主各位、議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげま
す。議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

本招集ご通知とあわせてお送りする
議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

本招集ご通知とあわせてお送りする
議決権行使書用紙に議案に対する賛
否をご表示のうえ、切手を貼らずに
ご投函ください。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2023年６月29日（木曜日）
午前10時（受付開始：午前９時3０分）

2023年６月28日（水曜日）
午後５時30分到着分まで

2023年６月28日（水曜日）
午後５時30分入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。

第１号議案

⃝ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印

⃝ 一部の候補者に
反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

第２号議案

⃝ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
⃝ 反対する場合 「否」の欄に〇印

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

※議決権行使書用紙はイメージです。

見 本

書面（郵送）及びインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱い
いたします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いいた
します。

－ 3 －
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株主各位、議決権行使についてのご案内

インターネット等による議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。1

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

※‌�「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本

見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

※操作画面はイメージです。

新しいパスワードを登録する。3

「新しいパスワード」
を入力

「送信」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワー
ド」を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 ９：00～21：00）
機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。

－ 4 －
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取締役選任議案

第１号議案
　

取締役６名選任の件

候補者
番号 氏名 地位 担当 候補者属性

１
すみ

隅
た

田　
かず

和
お

夫 取締役会長 ヒューテックグループ代表 再　任　

２
しの

篠　　
ゆう

祐
いち

一 代表取締役
執行役員社長 兼 営業本部長 
兼 ME事業部長

再　任　

３
め

目
ぐろ

黒　
ゆう

裕
じ

次 取締役 再　任　

４
ゆ

湯
さ

佐　
とみ

富
じ

治 社外取締役 再任 社外 独立　

５
ぬま

沼
た

田　
めぐみ

恵 社外取締役 再任 社外 独立　

６
と

戸
だ

田　
てつ

哲
ろう

郎 社外取締役 再任 社外 独立　

株主総会参考書類

　取締役全員（６名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。

　つきましては、取締役６名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

－ 5 －
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取締役選任議案

候 補 者

番 号 1.
すみ

隅
た

田
 

　
かず

和
お

夫
再　任　(1949年１月２日生) 所有する当社株式の数 524,154株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
    1971年    3 月 当社入社
    1984年    5 月 当社取締役 業務部長
    1986年    5 月 当社常務取締役 営業本部長
    1988年    7 月 HIKAM AMERICA, INC.代表取締役（現任）
    1990年    6 月 当社専務取締役
    1993年    10月 当社代表取締役社長
    1994年    3 月 HEWTECH SINGAPORE PTE LTD.代表取締役（現任）
    2012年    6 月 当社 会長
    2014年    6 月 当社取締役 会長（現任）
    2014年    11月 ヒューテックグループ代表（現任）

■取締役候補者とした理由
　隅田 和夫氏は、1993年に代表取締役に就任して以来、リーダーシップを発揮しグループ全体を牽引して
きた経験と豊富な業務経験、経営経験を有しております。これまで培ってきた経験に基づく高い見識は、
当社グループのさらなる企業価値向上、持続的成長に資すると判断したため、取締役候補者といたしまし
た。

－ 6 －
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取締役選任議案

候 補 者

番 号 2.
しの

篠
 

　
ゆう

祐
いち

一
再　任　(1970年９月20日生) 所有する当社株式の数 24,331株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
    1996年    4 月 当社入社
    2015年    4 月 当社 管理本部長
    2016年    4 月 当社執行役員 社長
    2016年    6 月 当社取締役 執行役員社長
    2017年    6 月 当社代表取締役 執行役員社長（現任）
    2022年    4 月 当社営業本部長（現任）

2023年 １月　当社ME事業部長（現任）

■取締役候補者とした理由
　篠 祐一氏は、2017年より代表取締役 執行役員社長を務めており、海外を含む豊富な営業経験に加え、
業務執行の統括責任者としての経験を有しております。これまで培ってきた経験に基づく高い見識は、当
社グループのさらなる企業価値向上、持続的成長に資すると判断したため、取締役候補者といたしまし
た。

候 補 者

番 号 3.
め

目
ぐろ

黒
 

　
ゆう

裕
じ

次
再　任　(1951年４月５日生) 所有する当社株式の数 49,630株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
    1975年    3 月 当社入社
    2006年    4 月 当社理事 総務部長
    2009年    6 月 当社理事 管理本部副本部長
    2010年    6 月 当社取締役 管理本部長
    2012年    6 月 当社代表取締役社長
    2016年    4 月 当社代表取締役
    2017年    6 月 当社取締役（現任）

■取締役候補者とした理由
　目黒 裕次氏は、2012年より5年間代表取締役を務め、経営者としての豊富な経験、見識を有しておりま
す。これまで培ってきた経験に基づく高い見識は、当社グループのさらなる企業価値向上、持続的成長に
資すると判断したため、取締役候補者といたしました。

－ 7 －
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取締役選任議案

候 補 者

番 号 4.
ゆ

湯
さ

佐
 

　
とみ

富
じ

治 再　任
社　外 独　立　(1944年４月4日生) 所有する当社株式の数 －株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
    1974年    3 月 公認会計士登録
    1978年    5 月 米国ニューヨーク州公認会計士登録
    1986年    9 月 米国デロイトハスキンズ・アンド・セルズ（現デロイト・チュッシュ）

ニューヨーク事務所パートナー
    1990年    5 月 監査法人トーマツ（現 有限責任監査法人トーマツ） 入社
    1990年    7 月 監査法人トーマツ代表社員
    2006年    9 月 監査法人トーマツ 退社
    2007年    4 月 株式会社マーキュリーファイナンシャルブレイン 代表取締役（現任）
    2015年    6 月 当社 社外取締役（現任）

■社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
　湯佐 富治氏は、公認会計士としての豊富な経験と見識を社外取締役として当社の経営に反映していただ
くため、社外取締役候補者といたしました。

候 補 者

番 号 5.
ぬま

沼
た

田
 

　
めぐみ

恵 再　任
社　外 独　立　(1950年５月28日生) 所有する当社株式の数 －株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
    1973年    3 月 高周波熱錬株式会社入社
    2003年    6 月 同社 取締役
    2009年    6 月 同社 常勤監査役
    2015年    6 月 当社 社外取締役（現任）

■社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
　沼田 恵氏は、企業の経営に長年にわたって携わられ、企業経営者として培われた豊富な経験と幅広い見
識を社外取締役として当社の経営に反映していただくため、社外取締役候補者といたしました。

－ 8 －
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取締役選任議案

候 補 者

番 号 6.
と

戸
だ

田
 

　
てつ

哲
ろう

郎 再　任
社　外 独　立　(1952年12月18日生) 所有する当社株式の数 －株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
    1977年    4 月 大日本インキ化学工業株式会社 入社
    1985年    9 月 同社 退社
    1985年    10月 戸田工業株式会社 入社
    1987年    12月 同社 創造本部 開発課長
    1994年    4 月 同社 社長室 マーケティング部長
    1999年    10月 戸田工業ヨーロッパGmbH 社長
    2003年    4 月 戸田工業アメリカ 社長
    2007年    4 月 戸田工業Ecology Solution Company プレジデント 執行役員
    2010年    4 月 同社 創造本部 技術マーケティンググループリーダー 参与
    2015年    3 月 同社 次世代電池材料開発グループリーダー 技監
    2017年    12月 同社 退社
    2018年    2 月 戸田コンサルティング 代表（現任）
    2018年    3 月 大村塗料株式会社 取締役（現任）

2022年    6 月 平河ヒューテック株式会社 取締役（現任）

■社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
　戸田 哲郎氏は、開発部門に長年にわたって携われ、特に環境関連事業に注力されました。また企業経営
者として培われた豊富な経験と幅広い見識を有しております。これらの見識を社外取締役として当社の経
営に反映していただくため、社外取締役候補者といたしました。
　

（注）１. 各候補者と当社との間にいずれも特別の利害関係はありません。
２. 湯佐 富治氏、沼田 恵氏及び戸田 哲郎氏は、社外取締役候補者であります。

なお、当社は湯佐 富治氏、沼田 恵氏及び戸田 哲郎氏を東京証券取引所の規則に定める独立役員とし
て同取引所に届け出ております。

３. 湯佐 富治氏及び沼田 恵氏は、当社の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもってそれ
ぞれ８年、戸田 哲郎氏は１年となります。

４. 当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者が負担することとなる、その
職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることの
ある損害を当該保険契約により塡補することとしております。全ての取締役候補者は当該保険契約の
被保険者に含められることとなります。また、次回更新時には同内容での更新を予定しております。

－ 9 －
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取締役選任議案

取締役候補者のスキル・マトリックス

氏名 営業/
マーケティング

技術/研究開発/
モノづくり 財務/会計 グローバル 他社での経営経験

隅田　和夫 ○ ○ ○ ○

篠　　祐一 ○ ○ ○ ○

目黒　裕次 ○ ○

湯佐　富治 ○ ○ ○

沼田　恵 ○ ○ ○ ○

戸田　哲郎 ○ ○ ○ ○ ○

　当社では、取締役会は知識、経験、能力等のバランスや多様性を考慮して構成し、取締役会の機能

が最も効果的かつ効率的に発揮できる適切な員数によって運営されるべきと考えております。業務執

行に対する実効性のある監督を実施するため、当社の業務に精通した取締役と、他社での企業経営、

財務会計等の分野における豊富な見識を有する社外取締役を指名することとしております。

※○は取締役として期待される見識を表します。

〈ご参考〉

－ 10 －
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補欠監査役選任議案

第２号議案
　

補欠監査役１名選任の件

いし

石
ざき

﨑
 

　
のぶ

修
ひさ

久
社　外　(1956年１月４日生) 所有する当社株式の数 －株

略歴（重要な兼職の状況）
    1980年    4 月 株式会社大和銀行（現 株式会社りそな銀行）入行
    2005年    10月 株式会社寺岡製作所入社
    2013年    12月 同社管理本部副本部長
    2016年    6 月 同社執行役員管理本部副本部長兼総務部長
    2018年    6 月 同社取締役管理本部長兼総務部長（現任）

■補欠の社外監査役候補者とした理由
　石﨑 修久氏は、株式会社寺岡製作所の取締役管理本部長であり、同社管理部門の要職を歴任し培ったビ
ジネス経験を当社の監査に反映していただけるものと判断し、補欠の社外監査役候補者といたしました。

　法令の定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査役１名の選任をお願いいた
したいと存じます。
　補欠監査役候補者は、次のとおりであります。
　なお、本議案の提出につきましては、監査役会の同意を得ております。

（注）１．候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２．石﨑 修久氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
３．当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者が負担することとなる、その

職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることの
ある損害を当該保険契約により塡補することとしております。石﨑氏が監査役に就任した場合は当該
保険契約の被保険者に含められることとなります。また、次回更新時には同内容での更新を予定して
おります。

以　上

－ 11 －
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当事業年度の事業の状況

（2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで）
事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況
⑴　当事業年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果
　当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響から経済社会活動
の正常化が進み緩やかに持ち直しましたが、物価上昇や第３四半期における急激な為替変動に
より、動きの一部に弱さがみられました。海外経済においても緩やかな持ち直しが続いており
ますが、インフレの進行による各国の金融引締め、ウクライナ情勢の長期化と、一段と先行き
が不透明となっております。
　当社グループを取り巻くエレクトロニクス業界におきましては、産業機器市場は底堅く推移
しましたが、車載市場において半導体や部材の調達難による生産停滞からの回復傾向に遅れが
みられ、また半導体関連の設備投資は好調に推移しましたが、第３四半期より設備投資を見直
す動きがあり、先行きが不透明な状況が続いております。
　このような環境の下、売上高は322億24百万円（前年同期比15.9％増）となりました。売上
高が増加したことにより、営業利益は31億３百万円（同58.6％増）となりました。円安による
為替差益により、経常利益は35億１百万円（同72.5％増）となりました。固定資産売却益５億
64百万円（特別利益）、為替換算調整勘定取崩額１億44百万円（特別損失）により、親会社株
主に帰属する当期純利益は29億55百万円（同96.6％増）となりました。
　主なセグメント別の業績の概要は、以下のとおりです。
＜電線・加工品＞
　半導体検査装置用ケーブルは売上が堅調に推移しましたが、第3四半期より設備投資を見直
す動きがあり減速しました。産業機器用ケーブルをはじめ、その他のケーブル全般の売上は伸
長しました。車載用ケーブルは各自動車メーカーの生産調整の影響を受けましたが、為替換算
の影響もあり売上増加となりました。エネルギー産業関連ケーブルは第１四半期連結累計期間
に生じた北米市場における部材調達難の影響がありましたが、売上は堅調に推移しました。以
上により、売上高は281億６百万円（前年同期比14.4％増）となりました。売上の増加等によ
り、セグメント利益は31億61百万円（同38.2％増）となりました。

＜電子・医療部品＞
　ネットワーク機器は専門用途品の売上が伸長しました。医療用特殊チューブについても新型
コロナウイルス感染症の影響から回復したことにより売上が増加となりました。以上により、

－ 12 －
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当事業年度の事業の状況

SHIKOKU CABLE VIETNAM LIMITED. 建物、製造装置
　　HEWTECH PHILIPPINES ELECTRONICS CORP. 製造装置

福泰克（連雲港）電子有限公司 製造装置
当社 製造装置

936百万円
234百万円
177百万円
144百万円

当社 製造装置 98百万円

売上高は40億89百万円（前年同期比29.1％増）となりました。半導体部品の調達難はありま
したが、売上が増加したことによりセグメント利益は７億79百万円（同78.7％増）となりま
した。

②　設備投資の状況
当連結会計年度中において実施しました企業集団の設備投資の総額は19億62百万円で、そ

の主なものは次のとおりであります。
イ．当連結会計年度中に取得した主要な設備
　＜電線・加工品事業＞

　＜電子・医療部品事業＞

ロ．当連結会計年度において継続中の主要設備の新設、拡充
　　該当事項はありません。
ハ．当連結会計年度中に実施した重要な固定資産の売却、撤去、滅失

2022年４月に賃貸ビル（東京都千代田区）として利用していました土地・建物を売却
しました。

③　資金調達の状況
　当連結会計年度中に、グループの所要資金として、金融機関より長期借入金5億84百万円の
調達を実施しました。

④　事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はありません。

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥　吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
該当事項はありません。

－ 13 －



2023/05/29 12:15:00 / 22948161_平河ヒューテック株式会社_招集通知_電子提供措置用

直前３事業年度の財産及び損益の状況

区 分 第79期
(2020年3月期)

第80期
(2021年3月期)

第81期
(2022年3月期)

第82期
(当連結会計年度)
(2023年3月期)

売 上 高 24,880 22,954 27,803 32,224
営 業 利 益 2,321 1,695 1,956 3,103
経 常 利 益 2,229 1,898 2,029 3,501
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 1,660 1,082 1,503 2,955

１株当たり当期純利益 118円23銭 77円04銭 107円00銭 210円40銭
総 資 産 35,044 37,184 41,574 44,269
純 資 産 25,695 27,485 30,418 34,134

区 分 第79期
(2020年3月期)

第80期
(2021年3月期)

第81期
(2022年3月期)

第82期
(当事業年度)
(2023年3月期)

売 上 高 9,656 9,248 10,457 12,146
営 業 利 益 518 516 774 1,074
経 常 利 益 486 743 1,053 1,345
当 期 純 利 益 345 624 777 1,420
１株当たり当期純利益 24円60銭 44円47銭 55円35銭 101円14銭
総 資 産 21,393 21,899 22,499 22,155
純 資 産 13,884 14,398 14,840 15,928

⑵　直前３事業年度の財産及び損益の状況
①　企業集団の財産及び損益の状況

（単位：百万円）

②　当社の財産及び損益の状況
（単位：百万円）

－ 14 －
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重要な親会社及び子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容
HEWTECH SINGAPORE PTE LTD.
（シンガポール）

42,593千
シンガポールドル 100.0％ アジア地域における一部グループ会社

の統括
HEWTECH PHILIPPINES 
ELECTRONICS CORP.（フィリピ
ン）

1,078,594千
フィリピンペソ

100.0％
(100.0％)

電線・加工品、電子・医療部品の製造
販売

福泰克（連雲港）電子有限公司
（中国）

12,080千
米ドル

100.0％
(81.1％)

電線・加工品、電子・医療部品の製造
販売

四国電線（東莞）有限公司
（中国）

10,000千
米ドル

100.0％
(100.0％) 電線・加工品の製造

SHIKOKU CABLE VIETNAM LIMIT
ED（ベトナム）

10,000千
米ドル

100.0％
(100.0％) 電線・加工品の製造販売

四国電線（香港）有限公司
（中国）

7,100千
米ドル

100.0％
(100.0％) 電線・加工品の販売

HIKAM AMERICA,INC.（米国） 3,300千
米ドル 100.0％ 電線・加工品、電子・医療部品の販売

HEWTECH PHILIPPINES CORP.
(フィリピン）

142,000千
フィリピンペソ

100.0％
(100.0％)

電線・加工品、電子・医療部品の製造
販売

福泰克（恵州）電子有限公司
（中国）

11,000千
人民元

100.0％
(100.0％) 電線・加工品の製造販売

HEWTECH(THAILAND) CO., LTD.
（タイ）

55,000千
タイバーツ

75.0％
(75.0％) 電線・加工品、電子・医療部品の製造

四国電線株式会社 160百万円 100.0％ 電線・加工品の製造販売

福泰克香港有限公司
（中国）

8,000千
香港ドル

100.0％
(100.0％) 電線・加工品、電子・医療部品の販売

⑶　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社の状況

該当事項はありません。
②　重要な子会社の状況

（注）１．当社の議決権比率の（　）内は、当社の子会社が所有する議決権比率を内数で示しております。
２．当事業年度末日において特定完全子会社に該当する子会社はありません。

－ 15 －
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対処すべき課題、主要な事業内容

⑷　対処すべき課題
　今後の見通しにつきましては、インフレ抑制に向けた金融引締めによる景況感の不透明化、
また欧米における金融不安、ウクライナ情勢の長期化と世界経済の減速が懸念されます。
　しかしながら、当社の関連する市場においては、車載用ケーブルはカメラやアンテナをはじ
めとした車載搭載機器の増加、車載ネットワークの高度化は引続き進展をみせており、当社の
高速大容量伝送・高信頼性ケーブルへの変わらぬ需要が見込まれます。エネルギー産業関連ケ
ーブルにおいても二酸化炭素排出削減をはじめとした環境への取り組みを背景に継続した需要
が見込まれます。
　このような事業環境のもと、持続的成長のため訴求力をもった特徴ある製品づくりへ真摯に
取り組み、売上、利益の拡大に努めてまいります。

事　業　内　容 主　要　製　品

電線・加工品
スーパーコンピュータ・サーバ／ストレージ用ケーブル、医療機器用ケーブル、産
業機械用ケーブル、半導体検査装置用ケーブル、車載用ケーブル、エネルギー産業
関連ケーブル、電源コード等

電子・医療部品 放送用光中継器、スイッチングＨＵＢ、ＰｏＥスイッチＨＵＢ、EV・PHEV用AC
普通充電器、医療用特殊チューブ等

⑸　主要な事業内容（2023年３月31日現在）

－ 16 －
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主要な営業所及び工場

名 称 所 在 地
本社 東京都港区芝
営業所

東北営業所 福島県伊達市
関西営業所 大阪府吹田市
中部営業所 静岡県浜松市

工場
古河事業所 茨城県古河市
福島工場 福島県伊達市
新潟工場 新潟県新潟市
桃生工場 宮城県石巻市

会 社 名 所 在 地
HEWTECH PHILIPPINES ELECTRONICS 
CORP. フィリピン（パンパンガ州）

福泰克（連雲港）電子有限公司 中国（江蘇省）
四国電線（東莞）有限公司 中国（広東省）
SHIKOKU CABLE VIETNAM LIMITED ベトナム（ハナム省）
四国電線（香港）有限公司 中国（香港）
HIKAM AMERICA,INC. 米国（カリフォルニア州）
HEWTECH PHILIPPINES CORP. フィリピン（ラグナ州）
福泰克（恵州）電子有限公司 中国（広東省）
HEWTECH （THAILAND） CO.,LTD. タイ（アユタヤ県）
四国電線株式会社 香川県さぬき市
福泰克香港有限公司 中国（香港）

⑹　主要な営業所及び工場（2023年３月31日現在）
①当社

②子会社
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使用人の状況、主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項

事業区分 使用人数 前連結会計年度末比増減
電線・加工品 2,102（322）名 15名増（37名増）
電子・医療部品 244（107）名 19名増 （1名増）
全社（共通） 58 （12）名 ３名増 （1名増）

合計 2,404（441）名 37名増（39名増）

使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数
345（104）名 －（6名減） 46.3歳 24.6年

⑺　使用人の状況（2023年３月31日現在）
①　企業集団の使用人の状況

（注）１. 使用人数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループ
への出向者を含んでおります。）であり、パート及び嘱託社員は（　）内に年間の平均人員を外数で
記載しております。

２. 全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属し
ているものであります。

②　当社の使用人の状況

（注）使用人数は就業人員（出向者・パートタイマーを除いております。）であり、パート及び嘱託社員は（　）
内に年間の平均人員を外数で記載しております。

借 入 先 借 入 額
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 1,040
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 956
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 481
B a n k  o f  t h e  W e s t 400

⑻　主要な借入先の状況（2023年３月31日現在）
（単位：百万円）

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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①　発行可能株式総数 70,000,000株
②　発行済株式の総数 17,627,800株
③　株主数 13,233名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 1,423千株 10.1％

平 河 ヒ ュ ー テ ッ ク 社 員 持 株 会 668千株 4.8％
ＮＯＲＴＨＥＲＮ ＴＲＵＳＴ ＣＯ． （Ａ
ＶＦＣ） ＲＥ ＩＥＤＰ ＡＩＦ ＣＬＩＥＮ
ＴＳ ＮＯＮ ＴＲＥＡＴＹ ＡＣＣＯＵＮＴ

667千株 4.8％

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 600千株 4.3％

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 600千株 4.3％

隅 田 和 夫 524千株 3.7％

隅 田 文 子 333千株 2.4％
ＩＮＴＥＲＡＣＴＩＶＥ ＢＲＯＫＥＲＳ   
ＬＬＣ 304千株 2.2％

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 246千株 1.8％

隅 　 田 　 浩 一 郎 242千株 1.7％

２．会社の現況
⑴　株式の状況（2023年３月31日現在）

（注）株主数には自己株式(3,580,463株)を含んでおります。
④　大株主（上位10名）

（注）１．当社は、自己株式を3,580千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

⑵　新株予約権等の状況
① 当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予

約権の状況
該当事項はありません。

② 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
該当事項はありません。

③ その他の新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。
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会 社 に お け る 地 位 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況 氏 名

取 締 役 ヒ ュ ー テ ッ ク グ ル ー プ 代 表
会 長 隅 田 和 夫

代 表 取 締 役 社 長 篠 　 祐 一

取 締 役 目 黒 裕 次

取 締 役 株式会社マーキュリーファイナンシャルブレイン
代 表 取 締 役 湯 佐 富 治

取 締 役 沼 田 　 恵

取 締 役 大 村 塗 料 株 式 会 社
取 締 役 戸 田 哲 郎

常 勤 監 査 役 橋 本 　 孝

監 査 役 阿 部 　 博

監 査 役 江 部 安 弘

⑶　会社役員の状況
①　取締役及び監査役の状況（2023年３月31日現在）

(注) １. 取締役湯佐 富治氏、沼田 恵氏及び戸田哲郎氏は、社外取締役であります。
２. 監査役阿部 博氏及び江部 安弘氏は、社外監査役であります。
３. 監査役阿部 博氏は、公認会計士及び税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の

知見を有するものであります。
４. 監査役江部 安弘氏は、公認会計士の資格を有し、ＳＫ東京監査法人代表社員を経験しており、財務

及び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
５. 当社は、取締役湯佐 富治氏、沼田 恵氏、戸田哲郎氏、監査役阿部 博氏及び江部 安弘氏を東京証券

取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
６. 当社は、会社法430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結して

おります。当該保険契約の被保険者の範囲は当社の取締役及び監査役であり、被保険者は保険料を
負担しておりません。当該保険契約により被保険者の職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責
任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を填補することとしております。
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地　　　　　　位 氏　　　　　　名 担　　　　　　当

執 行 役 員 篠 　 祐 一 社 長

兼　　営 業 本 部 長

兼　　M E 事 業 部 長

執 行 役 員 澤 口 健 一 デ バ イ ス 事 業 部 長

執 行 役 員 小 野 関 　 義 　 孝 車 載 事 業 部 長

執 行 役 員 林 　 繁 夫 米州事業統括・ソーラー関連事業統括

執 行 役 員 佐 藤 彰 洋 電 源 コ ー ド 事 業 部 長

７. 当社は執行役員制度を導入しております。2023年３月31日現在の執行役員は次のとおりでありま
す。
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区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の
総額（百万円） 対象となる

役員の員数
（名）固 定 報 酬

取 締 役
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

115
(８)

115
(８)

７
(３)

監 査 役
（ う ち 社 外 監 査 役 ）

６
(３)

６
(３)

３
(２)

合 計
（ う ち 社 外 役 員 ）

121
(11)

121
(11)

10
(５)

②　取締役及び監査役の報酬等
イ．当事業年度に係る報酬等の総額

ロ．取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
　取締役の金銭報酬の額は、2006年６月29日開催の第65回定時株主総会において年額２億40百万
円以内と決議しております（使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない）。当該株主総会終結時
点の取締役の員数は８名です。
　監査役の金銭報酬の額は、2006年６月29日開催の第65回定時株主総会において年額60百万円以
内と決議しております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は４名です。

ハ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等
　当社は、2021年２月10日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定
方針を決議しております。
　また、取締役会は、当該事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の決定
方針及び決定された報酬等の内容が取締役会で決議された決定方針と整合していることを確認して
おり、当該決定方針に沿うものであると判断しております。
　取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりです。
ａ．基本方針

　当社の取締役の報酬は、企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能する
報酬体系とし、個々の取締役の報酬の決定に際しては、担当職務、各期の業績、貢献度等を総合
的に勘案することを基本方針とする。具体的には、取締役の報酬は月額固定報酬とし、業績連動
報酬等及び非金銭報酬等は支給しない。

ｂ．報酬等の決定の委任に関する事項
　個人別の報酬額については、取締役会決議により取締役会議長にその具体的内容について委任
をするものとし、その権限の内容は、株主総会で決議された報酬額の範囲内において、担当職
務、各期の業績、貢献度等を総合的に勘案して決定する。当該事業年度に係る取締役の個人別の
報酬額については、報酬等の決定の委任に関する事項にもとづき取締役会議長である隅田和夫が
決定しております。
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活動状況
取締役 湯佐 富治 当事業年度に開催された取締役会11回開催のうち10回出席いたしました。主に

公認会計士としての豊富な経験と見識から、適宜発言し助言等を行うなど、意思
決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしております。

取締役 沼田 恵 当事業年度に開催された取締役会11回開催のうち全てに出席いたしました。主に
企業の経営に長年にわたって携わられたことによる企業経営者としての豊富な経
験と幅広い見識から、適宜発言し助言等を行うなど、意思決定の妥当性・適正性
を確保するための適切な役割を果たしております。

取締役 戸田 哲郎 当事業年度に開催された取締役会11回開催のうち全てに出席いたしました。開発
部門に長年にわたって携われたこと、また企業の経営に長年にわたって携わられ
たことによる企業経営者としての豊富な経験と幅広い見識から、適宜発言し助言
等を行うなど、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たし
ております。

監査役 阿部 博 当事業年度に開催された取締役会11回開催のうち全てに出席、及び監査役会13
回開催のうち全てに出席し、公認会計士及び税理士としての専門的見地から、適
宜発言を行っております。

監査役 江部 安弘 当事業年度に開催された取締役会11回開催のうち全てに出席、及び監査役会13
回開催のうち全てに出席し、公認会計士としての専門的見地から、適宜発言を行
っております。

③　社外役員に関する事項
　当事業年度における主な活動状況

(注) 上記の取締役会の開催回数のほか、会社法第370条及び当社定款第23条の規定に基づき、取締役会決議
があったものとみなす書面決議が6回ありました。

支　払　額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 23百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 23百万円

⑷　会計監査人の状況
①　名称 井上監査法人

②　報酬等の額

－ 23 －
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(注) １. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会
計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠等
が適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意
の判断をいたしました。

③　非監査業務の内容
　該当事項はありません。

④　会計監査人の解任又は不再任の決定方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場
合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたしま
す。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合
は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定
した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びそ
の理由を報告いたします。

⑤　会計監査人以外の公認会計士等が実施している重要な子会社の計算関係書類の監査
　当社の一部の連結子会社は、当社の会計監査人以外の監査法人の監査を受けています。
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３．業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
⑴　業務の適正を確保するための体制

当社は、2015年４月30日開催の取締役会において、取締役の職務の執行が法令及び定款に適
合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保するための体制の整備に関する
基本方針（「内部統制システム構築に関する基本方針」）を一部改定する決議をいたしました。
改定後の当該基本方針の内容は次のとおりであります。

① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
イ. 当社及び子会社は、取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合し、かつ社会的

責任（及び企業倫理）を果たすため、「基本理念」の中に次を定め、それを取締役及び使
用人全員に周知徹底させる。「わが社は、国際社会に共生する一員であることを意識する
とともに、法規等を遵守し、環境保全に努力する。」

ロ. 当社における法令・諸規程及び規則に反する行為等を早期に発見し、是正することを目的
とし、コンプライアンスに関する相談や不正行為等の通報により通報者の保護を徹底した
公益通報者保護規程を設定し、コンプライアンス経営の強化をすすめる。

ハ. 社会の秩序や企業の健全な活動に脅威を与える反社会的な勢力・団体とは一切の関係を遮
断する。

ニ. 取締役及び使用人の法令遵守を目的とする研修を実施する。
② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する事項

当社の重要な意思決定及び報告に関しては、文書の作成、保存及び破棄に関する文書管理
規程に従い、適切に管理を行うものとする。
なお、取締役会の議事録は、10年間保管するものとする。

③ 当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制に関する事項
イ. 当社グループは、リスク管理委員会規程を定め、同規程に基づきリスク管理委員会にてグ

ループ全体のリスクを網羅的、統括的に管理するものとする。また、リスクマネジメント
の状況等については、経営会議に報告し、全社的対応が必要な重要事項については、取締
役会及び経営会議での審議を要するものとする。

ロ. なお、不測の事態が発生した場合には、当社社長が経営会議を緊急招集し、対応策等危機
管理に当たるものとする。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ. 当社は中期経営計画を定め、会社として達成すべき目標を明確化するとともに、取締役及

び使用人ごとに業績目標を設定し、かつその評価方法を明らかにするものとする。
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ロ. 意思決定プロセスの簡素化等により意思決定の迅速化を図るとともに、重要な事項につい
ては、経営会議及び取締役会にて慎重に意思決定を行うものとする。

⑤ 会社並びに関連会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制に関する事
項
イ. 当社は、当社グループ経営の適正かつ効率的な運営に資するため関係会社管理規程を定め

る。この規程に基づき、子会社は業務及び取締役等の業務の執行状況を定期的に当社へ報
告するものとする。

ロ. 当社グループにおける取引については、必要に応じて内部監査部門が審査を行うものとす
る。

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する
体制及びその使用人の取締役からの独立性の確保に関する事項並びに当該使用人に対する指示
の実効性の確保に関する事項
イ. 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、当社は、監査役の職務の

補助担当者を選任する。
ロ. 監査役の職務の重要性を踏まえ、業務執行部門からの独立性等に配慮するとともに、その

担当者の人事考課及び人事異動に際して、当社は監査役の意見を聞くものとする。
ハ. 当該使用人が、他部署の使用人を兼務する場合は、監査役に係る業務を優先して従事する

ものとする。
⑦ 当社及び子会社の取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報
告に関する体制
イ. 当社及び子会社の取締役及び使用人は、当社及び子会社に重大な損失を与える事項が発生

し又は発生する恐れがあるとき、当社及び子会社の取締役及び使用人による違法又は不正
な行為を発見したとき、その他監査役会に報告すべきものと定めた事項が生じたときは、
監査役に報告する。

ロ. 内部監査部門は、監査役に対し、監査状況の報告を行うものとする。
⑧ 前項の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けないことを確
保するための体制
当社は、監査役への報告を行った当社グループの取締役及び使用人に対し、当該報告をした

ことを理由として不利な取り扱いを行うことを禁止する。
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業務の適正を確保するための体制、業務の適正を確保するための体制の運用状況

⑨ 監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査役がその職務の遂行について生じる費用の前払い又は償還等の請求をしたときは、当該

監査役の職務に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理するも
のとする。

⑩ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制に関する事項
イ. 当社は、取締役及び使用人の監査役監査に対する理解を深め、監査役監査の環境を整備す

るように努める。
ロ. 監査役は、代表取締役との定期的な意見交換を開催し、内部監査部門との連携を図り、適

切な意思疎通及び効果的な監査業務の遂行を図るものとする。
⑪ 財務報告の適正性を確保するための体制

当社グループは、事業活動の健全かつ持続的な発展を実現すべく財務報告の信頼性を確保す
るため、適正かつ効率的な体制を構築する。

⑵　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
取締役は、その職務執行が法令及び定款に適合し、かつ効率的に行われることを確保するため

に取締役会のほか、取締役、執行役員等で構成される経営会議に出席し、意思決定及び各議案の
審議、業務執行の状況等の監督を行っております。
監査役は、取締役会及び経営会議に出席し、経営の意思決定及び業務執行の適法性・健全性・

妥当性のチェックを行うとともに必要に応じて内部統制部門を含む業務執行部門から適宜報告及
び説明を受けて経営の健全性・妥当性のチェックを行っております。
また、リスク管理委員会はリスク管理委員会規程に基づき、財務報告に係る内部統制を中心

に、定期的に当社業務に係るリスクの網羅的な把握と評価、防止策等を検討し、経営会議へ報告
しております。
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会社の支配に関する基本方針

４．会社の支配に関する基本方針
当社では、次の基本理念を支持する者が、「会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者」

であることが望ましいと考えております。

【ヒューテックグループ基本理念】
１. わが社は、世界水準の製品を創り出すことにより、持続的な成長を遂げ、永遠の存在を目

指す。
１. わが社は、国際社会に共生する一員であることを意識するとともに、法規等を遵守し、環

境保全に努力する。
１. わが社は、すべての関係者・機関に調和のとれた満足を提供することを目標とする。
１. わが社は、有意義な企業活動を展開することにより社会に貢献する。
１. わが社は、互いの価値を認め合う人々の集団であり、熱意をもって向上・革新へ挑戦して

いく。

法令及び社会規範の遵守を前提として、中長期的かつ総合的に企業価値・株主価値の向上を
目指します。
なお、上記の基本理念に照らして不適切な者が、当社支配権の獲得を表明した場合には、当

該表明者や東京証券取引所その他の第三者（独立社外者）とも協議のうえ、次の３項目の要件
を充足する必要かつ妥当な措置を講じるものとします。

１. 当該措置が上記の基本理念に沿うものであること
２. 当該措置が株主の共同の利益を損なうものでないこと
３. 当該措置が役員の地位の維持を目的とするものでないこと

－ 28 －



2023/05/29 12:15:00 / 22948161_平河ヒューテック株式会社_招集通知_電子提供措置用

剰余金の配当等の決定に関する方針

５．剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、安定継続配当を基本としながら、当事業年度並びに中長期の収益見通し、財務体質、
将来の事業展開を総合的に勘案し、配当を行うことを基本方針としております。
　内部留保資金につきましては、持続的な成長による将来の収益力向上を図るための設備投資、
研究開発及び効率的な連結経営の体制整備等に有効に活用する方針であります。
　毎事業年度における剰余金の配当の回数につきましては、中間配当と期末配当の年２回行うこ
とを基本としております。
　これらの剰余金の配当等の決定機関は、機動的な資本政策及び配当政策を図るため「剰余金の
配当等会社法第４５９条第１項各号に定める事項については、法令に別段の定めのある場合を除
き、株主総会の決議によらず取締役会の決議によって定める。」旨を定款に定めております。

　上記方針に基づき、当事業年度につきましては期末配当を１株当たり22円とさせていただき
ます。なお、中間配当を含めた年間配当は１株当たり36円となります。

　本事業報告中の記載金額及び株式数については、それぞれ表示単位未満の端数を切り捨てて、比率
は四捨五入により表示しております。
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連結貸借対照表

（2023年3月31日現在）
（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資　産　の　部） （負　債　の　部）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
有 価 証 券
棚 卸 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

　

28,451
9,224
2,087
7,038
100

9,496
508
△3

15,817
12,597
4,872
5,819
565
885
372
81

969
2,250
1,718
116
457
△41

　

流 動 負 債 6,823
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 2,859
短 期 借 入 金 2,064
未 払 法 人 税 等 485
契 約 負 債 6
賞 与 引 当 金 75
そ の 他 1,332

固 定 負 債 3,311
長 期 借 入 金 1,171
退 職 給 付 に 係 る 負 債 2,040
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 47
そ の 他 52

負 債 合 計 10,134
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 29,296
資 本 金 1,555
資 本 剰 余 金 1,459
利 益 剰 余 金 28,622
自 己 株 式 △2,340

その他の包括利益累計額 4,832
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 648
為 替 換 算 調 整 勘 定 4,153
退職給付に係る調整累計額 31

非 支 配 株 主 持 分 4
純 資 産 合 計 34,134

資 産 合 計 44,269 負 債 純 資 産 合 計 44,269

連 結 貸 借 対 照 表

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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連結損益計算書

（2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 32,224
売 上 原 価 24,395

売 上 総 利 益 7,828
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,725

営 業 利 益 3,103
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 91
助 成 金 収 入 22
違 約 金 収 入 47
為 替 差 益 214
そ の 他 70 446

営 業 外 費 用
支 払 利 息 27
機 械 装 置 除 却 損 15
そ の 他 6 49
経 常 利 益 3,501

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 564
投 資 有 価 証 券 売 却 益 3 567

特 別 損 失
投 資 有 価 証 券 評 価 損 17
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 3
為 替 換 算 調 整 勘 定 取 崩 額 144 166

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 3,901
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 894
法 人 税 等 調 整 額 49 944
当 期 純 利 益 2,957
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 1
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 2,955

連 結 損 益 計 算 書

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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連結株主資本等変動計算書

（2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

2 0 2 2 年 ４ 月 １ 日 　 残 高 1,555 1,459 26,053 △2,340 26,727

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △386 △386
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 2,955 2,955

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額
( 純 額 )

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額
合 計 － － 2,569 △0 2,569

2 0 2 3 年 ３ 月 3 1 日 　 残 高 1,555 1,459 28,622 △2,340 29,296

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非支配株主持

分
純 資 産
合 計その他有価証券

評価差額金
為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

2 0 2 2 年 ４ 月 １ 日 　 残 高 613 3,042 35 3,690 － 30,418

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △386
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 2,955

自 己 株 式 の 取 得 △0
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額
( 純 額 )

35 1,110 △4 1,142 4 1,146

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額
合 計 35 1,110 △4 1,142 4 3,716

2 0 2 3 年 ３ 月 3 1 日 　 残 高 648 4,153 31 4,832 4 34,134

連結株主資本等変動計算書

(記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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連結注記表

連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

⑴　連結の範囲に関する事項
①　連結子会社の状況

・連結子会社の数 20社
・主要な連結子会社の名称 HIKAM AMERICA,INC.

福泰克（連雲港）電子有限公司
福泰克香港有限公司
HEWTECH(THAILAND)CO.,LTD.
四国電線株式会社
四国電線（東莞）有限公司
四国電線（香港）有限公司
SHIKOKU CABLE VIETNAM LIMITED
HEWTECH PHILIPPINES CORP.
HEWTECH PHILIPPINES ELECTRONICS CORP.
福泰克（恵州）電子有限公司
　福泰克（深圳）電子有限公司（住所：中華人民共和国広東
省）は清算に伴い、当連結会計年度より連結の範囲から除外し
ております。
　当社の連結子会社でありました福泰克－楽庭有限公司（住
所：中華人民共和国香港）は、当社の連結子会社である福泰克
香港有限公司（住所：中華人民共和国香港）と合併し消滅した
ため、当連結会計年度より連結の範囲から除外しております。

②　非連結子会社
　非連結子会社はありません。

⑵　持分法の適用に関する事項
　持分法適用会社はありません。

⑶　連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社のうち決算日が12月31日である福泰克（連雲港）電子有限公司他17社については、連結決算
日である３月31日に仮決算を行い連結しております。

⑷　会計方針に関する事項
①　重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券
満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）によっております。
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価
は移動平均法により算定）を採用しております。

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法を採用しております。
ロ．デリバティブ 時価法を採用しております。
ハ．棚卸資産 主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低

下による簿価切下げの方法により算定）によっております。
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連結注記表

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産 定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は、次のとおりであります。
建物及び構築物  8 ～60年
機械装置及び運搬具  4 ～30年

ロ．無形固定資産 定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用
可能期間（５～10年）に基づいております。

③　重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回
収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ．賞与引当金 国内連結子会社は従業員に対して支給する賞与の支出に充てる
ため、支給見込額の当連結会計年度負担額を計上しておりま
す。

ハ．役員退職慰労引当金 一部の連結子会社において、役員の退職慰労金の支出に備え
て、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

④　退職給付に係る会計処理の方法
イ．退職給付見込額の期間帰属方法 退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当連結会計年

度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準
によっております。

ロ．数理計算上の差異の費用処理方法 数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時におけ
る従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による
定額法により按分した額をそれぞれ発生した連結会計年度から
費用処理しております。

⑤　重要な収益及び費用の計上基準
　当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及
び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
　当社グループは、「電線・加工品」及び「電子・医療部品」の製造・販売を主な事業内容としており、
製品の販売については、着荷基準で収益を計上しております。
　なお、得意先から当社が支給を受ける有償支給取引については、有償支給元への売り戻し時に加工代相
当額のみを純額で収益として計上しております。また、当社グループの役割が代理人に該当する取引につ
いては、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を計上しております。

⑥　重要なヘッジ会計の方法
イ．ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によっております。

なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については、振
当処理によっております。
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現金及び預金 79百万円
売掛金 1,717百万円
棚卸資産 3,256百万円
建物及び構築物 94百万円
機械装置及び運搬具 269百万円
工具器具備品 0百万円
土地 417百万円
建設仮勘定 3百万円
投資その他の資産（その他） 4百万円
　計 5,843百万円

ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段…為替予約
ヘッジ対象…製品輸入による外貨建買入債務及び外貨建予定取

引
ハ．ヘッジ方針 当社の内規である「デリバティブ取引管理規程」に基づき、為

替変動リスクをヘッジしております。
ニ．ヘッジの有効性評価の方法 ヘッジ対象の相場変動の累計とヘッジ手段の相場変動の累計を

比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しておりま
す。

⑦　その他連結計算書類作成のための重要な事項
消費税等の会計処理 控除対象外消費税及び地方消費税は、当連結会計年度の費用と

して処理しております。

2．会計上の見積りに関する注記
　会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結会計年
度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
　棚卸資産の評価

①　当連結会計年度の連結計算書類に記載した金額
棚卸資産　9,496百万円

②　会計上の見積りの内容に係る理解に資するその他の情報
　棚卸資産は、収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により評価しております。当社は見込み生産を
行うことがあり、保有期間が長期にわたる棚卸資産は、販売可能性等を勘案して評価損を見積り計上して
おります。
　これらの見積りは、将来の不確実な経済環境や顧客ニーズの変化により影響を受ける可能性がありま
す。

3．連結貸借対照表に関する注記
⑴　担保に供している資産

上記の資産は、短期借入金1,733百万円、長期借入金1,094百万円の担保に供しております。
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⑵　有形固定資産の減価償却累計額 20,124百万円

・株式の種類 普通株式
・配当金の総額 189百万円
・１株当たり配当額 13円50銭
・基準日 2022年３月31日
・効力発生日 2022年６月9日

・株式の種類 普通株式
・配当金の総額 196百万円
・１株当たり配当額 14円
・基準日 2022年９月30日
・効力発生日 2022年12月８日

・株式の種類 普通株式
・配当金の総額 309百万円
・配当の原資 利益剰余金
・１株当たり配当額 22円
・基準日 2023年３月31日
・効力発生日 2023年６月12日

4．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数に関する事項

　普通株式　17,627,800株
⑵　剰余金の配当に関する事項

①　配当金支払額
イ．2022年５月20日開催の取締役会決議による配当に関する事項

ロ．2022年11月２日開催の取締役会決議による配当に関する事項

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち､配当の効力発生日が翌期になるもの
　2023年５月24日開催の取締役会決議による配当に関する事項

5．金融商品に関する注記
⑴　金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針
　当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入）を調達しております。一時的
な余資は主に流動性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しておりま
す。デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わない方針であ
ります。
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②　金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、海外で事業を行
うに当たり生じる外貨建ての営業債権は、為替の変動リスクに晒されております。
　有価証券及び投資有価証券は、主に満期保有目的の債券及び業務上の関係を有する企業の株式であり、
市場価格の変動リスク及び信用リスクに晒されております。
　営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが４ヶ月以内の支払期日であります。一部外貨建
てのものについては、為替の変動リスクに晒されております。
　借入金は、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであり、金利の変動リスクに晒されておりま
す。
　デリバティブ取引は、外貨建ての営業債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とした先物為
替予約取引を行うことがあります。ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの
有効性の評価方法等については、前述の「１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する
注記等⑷会計方針に関する事項⑥重要なヘッジ会計の方法」をご参照ください。なお、当期は先物為替予
約取引は行っておりません。

③　金融商品に係るリスク管理体制
イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社は、「販売規程」に従い、営業債権について、営業本部が主要な取引先の状況を定期的にモニタ
リングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早
期把握や軽減を図っております。連結子会社についても、当社の販売規程に準じて、同様の管理を行っ
ております。
　デリバティブ取引については、取引相手先を高格付を有する金融機関に限定しているため信用リスク
はほとんどないと認識しております。

ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　当社は、外貨建ての営業債務について、通貨別月別に把握された為替の変動リスクに対して、先物為
替予約を利用してヘッジすることがあります。
　有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し
ております。
　デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限及び取引限度額等を定めた「デリバティブ取引
管理規程」に従い、担当部署が決裁担当者の承認を得て行っております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリスク）の管理
　当社は、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流
動性の維持などにより流動性リスクを管理しております。連結子会社についても、同様の管理を行って
おります。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額
が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採
用することにより、当該価額が変動することがあります。
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連結貸借対照表
計上額 時価 差額

（1）売掛金 7,038 7,032 △5
（2）有価証券及び投資有価証券 1,770 1,769 △0
（3）短期借入金 2,064 2,063 △0
（4）長期借入金 1,171 1,163 △7

⑵　金融商品の時価等に関する事項
　2023年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について
は、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額48百万円）は、次表には
含めておりません。また、現金は注記を省略しており、預金、受取手形、支払手形及び買掛金、未払法人税
等は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

（単位：百万円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つのレ
ベルに分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定し

た時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれ
ぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

有価証券及び投資有価証券
　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、そ
の時価をレベル１の時価に分類しております。一方、当社が保有している社債は、取引先金融機関か
ら提示された価格等に基づき算定しており、レベル２の時価に分類しております。

売掛金
　一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債権額と満期までの期間及び信用リスクを加味した利率を
基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

短期借入金、長期借入金
　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、
割引現在価値法により算定しており、レベル 2 の時価に分類しております。

6．賃貸等不動産に関する注記
⑴　賃貸等不動産の状況に関する事項

　当社及び一部の連結子会社では、東京都その他の地域において、賃貸用の建物等（土地を含む。）を有し
ております。当連結会計年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は21百万円（賃貸収益は売上高
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連結貸借対照表計上額（百万円） 当連結会計年度末の時価
（百万円）当連結会計年度期首残高 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末残高

1,775 △1,763 11 328

報告セグメント その他
（注） 合計電線・加工 電子・

医療部品 計

日本 11,117 2,922 14,039 4 14,043
アジア 11,071 1,069 12,141 － 12,141
北米 5,809 97 5,907 － 5,907
その他 107 － 107 － 107
顧客との契約から生じる収益 28,106 4,089 32,195 4 32,200
その他の収益 － － － 24 24
外部顧客への売上高 28,106 4,089 32,195 28 32,224

当連結会計年度
顧客との契約から生じた債権 9,125百万円
契約負債 6百万円

に、主な賃貸費用は売上原価に計上）であります。
⑵　賃貸等不動産の時価等に関する事項

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であり
ます。

２．当連結会計年度末の時価は、路線価を基礎として合理的に調整した金額により評価しております。

７．収益認識に関する注記
⑴　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事業等を
含んでおります。

⑵　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　連結注記表「１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等」の「⑷会計方針に関
する事項⑤重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

⑶　当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
　契約負債は主に、製品の引渡前に顧客から受け取った対価であります。
　顧客との契約から生じた債権及び契約負債は以下のとおりであります。

　当連結会計年度に認識された収益のうち、期首現在の契約負債の残高が含まれている金額に重要性はあり
ません。なお、当連結会計年度において、過去の期間に充足した履行義務から認識した収益の額には重要性
はありません。
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⑴　１株当たり純資産額 2,429円61銭
⑵　１株当たり当期純利益 210円40銭

８．１株当たり情報に関する注記

９．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。

10．その他の注記
連結損益計算書に関する事項
　 固定資産売却益564百万円は、賃貸ビル（東京都千代田区）として利用していました土地・建物の譲渡に
よるものであります。
　為替換算調整勘定取崩額144百万円は、当社連結子会社である福泰克（深圳）電子有限公司の清算が結了
したことに伴う取崩額であります。
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指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 萱 嶋 秀 雄
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 林 　 映 男
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 佐 久 間 正 通

独立監査人の監査報告書
2023年５月24日

平河ヒューテック株式会社
取　締　役　会　　御中

井 上 監 査 法 人
東京都千代田区

　
監査意見

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、平河ヒューテック株式会社の2022年4月1日から2023年3月
31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書
及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
平河ヒューテック株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況
を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準にお
ける当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国
における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫
理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示する
ことにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役
の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他
の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記
載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、ま
た、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に係る会計監査人の会計監査報告

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報
告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切である
かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を
表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書
類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家
としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手

続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ
適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リス
ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性
及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に
基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかど
うか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類
の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連
結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手
した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい
るかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎
となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
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連結計算書類に係る会計監査人の会計監査報告

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠
を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で
監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統

制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行
う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー
フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

以　上
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貸借対照表

（2023年３月31日現在）
（単位：百万円）

科　目 金　額 科　目 金　額
（資　産　の　部） （負　債　の　部）
流　動　資　産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
有 価 証 券
製 品
半 製 品
原 材 料
仕 掛 品
貯 蔵 品
前 払 費 用
短 期 貸 付 金
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固　定　資　産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 装 置
車 輌 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
土 地
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
電 話 加 入 権
ソ フ ト ウ エ ア

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関 係 会 社 出 資 金
長 期 貸 付 金
保 険 積 立 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

9,141
2,113
1,484
2,759
100
711
266
601
424
77
13

218
271
97
△0

13,013
2,376
893
46

716
3

230
475
11
40
1

38
10,597
1,602
5,389
188

3,255
141
263

△243
　

流　動　負　債 3,473
支 払 手 形 4
電 子 記 録 債 務 466
買 掛 金 694
１年内返済予定の長期借入金 1,458
未 払 金 73
未 払 費 用 380
未 払 法 人 税 等 281
未 払 消 費 税 等 36
契 約 負 債 5
預 り 金 72

固　定　負　債 2,753
長 期 借 入 金 1,144
退 職 給 付 引 当 金 1,584
長 期 未 払 金 1
繰 延 税 金 負 債 11
そ の 他 10

負 債 合 計 6,227
（純　資　産　の　部）
株　主　資　本 15,329

資 本 金 1,555
資 本 剰 余 金 1,459

資 本 準 備 金 1,459
利 益 剰 余 金 14,655

利 益 準 備 金 119
そ の 他 利 益 剰 余 金 14,536

固定資産圧縮特別勘定積立金 860
別 途 積 立 金 9,474
繰 越 利 益 剰 余 金 4,201

自 己 株 式 △2,340
評価・換算差額等 598

その他有価証券評価差額金 598

純　資　産　合　計 15,928
資 産 合 計 22,155 負債純資産合計 22,155

貸　借　対　照　表

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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損益計算書

（2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 12,146
売 上 原 価 8,906
売 上 総 利 益 3,240

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,165
営 業 利 益 1,074

営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 99
為 替 差 益 144
そ の 他 31 276

営 業 外 費 用
支 払 利 息 4
そ の 他 1 5
経 常 利 益 1,345

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 564
投 資 有 価 証 券 売 却 益 3 567

特 別 損 失
投 資 有 価 証 券 評 価 損 17
関 係 会 社 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 16 34

税 引 前 当 期 純 利 益 1,878
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 373
法 人 税 等 調 整 額 84 457
当 期 純 利 益 1,420

損　益　計　算　書

（記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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株主資本等変動計算書

（2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合　　計資本準備金 資本剰余金

合 計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金
合 計固 定 資 産

圧縮積立金
固定資産圧縮特
別 勘 定 積 立 金 別途積立金 繰 越 利 益

剰 余 金
2 0 2 2 年 ４ 月 １ 日 　 残 高 1,555 1,459 1,459 119 679 － 9,474 3,347 13,621 △2,340 14,295

事 業 年 度 中 の 変 動 額
固定資産圧縮積立
金 の 取 崩 △679 679 － －
固定資産圧縮特別
勘定積立金の積立 860 △860 － －

剰 余 金 の 配 当 △386 △386 △386

当 期 純 利 益 1,420 1,420 1,420

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0
株主資本以外の項目の事
業年度中の変動額(純額)

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 － － － － △679 860 － 853 1,034 △0 1,034

2 0 2 3 年 ３ 月 3 1 日 　 残 高 1,555 1,459 1,459 119 － 860 9,474 4,201 14,655 △2,340 15,329

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

2 0 2 2 年 ４ 月 １ 日 　 残 高 545 545 14,840

事 業 年 度 中 の 変 動 額
固定資産圧縮積立
金 の 取 崩 －
固定資産圧縮特別
勘定積立金の積立 －

剰 余 金 の 配 当 △386

当 期 純 利 益 1,420

自 己 株 式 の 取 得 △0
株主資本以外の項目の事
業年度中の変動額(純額) 52 52 52

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 52 52 1,087

2 0 2 3 年 ３ 月 3 1 日 　 残 高 598 598 15,928

株主資本等変動計算書

(記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております）
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個別注記表

個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
⑴　資産の評価基準及び評価方法
①　満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）によっております。
②　関係会社株式 移動平均法による原価法によっております。
③　その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定）を採用しております。
市場価格のない株式等 移動平均法による原価法を採用しております。

④　デリバティブ 時価法を採用しております。
⑤　棚卸資産
・製品、半製品、仕掛品、原材料 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切

り下げの方法により算定）によっております。
・貯蔵品 最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下げ

の方法により算定）によっております。
⑵　固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産 定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は、次のとおりであります。
建物 ８～60年
機械装置 ７～30年

②　無形固定資産 定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期
間（５年）に基づいております。

⑶　引当金の計上基準
①　貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘
案し、回収不能見込額を計上しております。

②　退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務
の見込額に基づき計上しております。
退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当事業年度末までの
期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっておりま
す。
数理計算上の差異については、発生時の従業員の平均残存勤務期間以
内の一定の年数（５年）で、発生時から定額法により費用処理を行っ
ております。
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個別注記表

⑷　重要な収益及び費用の計上基準
　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を
充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
　当社は、「電線・加工品」及び「電子・医療部品」の製造・販売を主な事業内容としており、製品の販売
については、着荷基準で収益を計上しております。
　なお、得意先から当社が支給を受ける有償支給取引については、有償支給元への売り戻し時に加工代相当
額のみを純額で収益として計上しております。また、当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客
から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を計上しております。

⑸　重要なヘッジ会計の方法
①　ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によっております。

なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については、振当処理
によっております。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段…為替予約
ヘッジ対象…製品輸入による外貨建買入債務及び外貨建予定取引

③　ヘッジ方針 当社の内規である「デリバティブ取引管理規程」に基づき、為替変動
リスクをヘッジしております。

④　ヘッジ有効性評価の方法 ヘッジ対象の相場変動の累計とヘッジ手段の相場変動の累計を比較
し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。

⑹　その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
①　消費税等の会計処理 控除対象外消費税及び地方消費税は、当事業年度の費用として処理し

ております。
②　退職給付に係る会計処理 計算書類において、未認識数理計算上の差異の貸借対照表における取

扱いが連結計算書類と異なっております。

2．会計上の見積りに関する注記
　会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算
書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
　棚卸資産の評価
①　当事業年度の計算書類に記載した金額
製品 711百万円
半製品 266百万円
原材料 601百万円
仕掛品 424百万円

②　会計上の見積りの内容に係る理解に資するその他の情報
　棚卸資産は、収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により評価しております。当社は見込み生産を
行うことがあり、保有期間が長期にわたる棚卸資産は、販売可能性等を勘案して評価損を見積り計上して
おります。
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個別注記表

建物 2百万円
機械装置 0百万円
工具器具備品 0百万円
土地 344百万円
計 347百万円

⑵　有形固定資産の減価償却累計額 8,860百万円

①　短期金銭債権 583百万円
②　長期金銭債権
③　短期金銭債務

3,255百万円
142百万円

①　売上高 511百万円
②　営業費用 3,625百万円
③　営業取引以外の取引高 64百万円

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数
普 通 株 式 3,580,415株 48株 －株 3,580,463株

　これらの見積りは、将来の不確実な経済環境や顧客ニーズの変化により影響を受ける可能性がありま
す。

３．貸借対照表に関する注記
⑴　担保に供している資産

　上記の資産は、１年内返済予定の長期借入金1,333百万円、長期借入金1,094百万円の担保に供してお
ります。

⑶　関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。

４．損益計算書に関する注記
⑴　関係会社との取引高

⑵　特別損益
　固定資産売却益564百万円は、賃貸ビル（東京都千代田区）として利用していました土地・建物の譲渡に
よるものであります。

５．株主資本等変動計算書に関する注記
　自己株式の種類及び株式数に関する事項

６．税効果会計に関する注記
　繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金超過額等であり、繰延税金負債の発生の主な原因は、固
定資産圧縮特別勘定積立金及びその他有価証券評価差額金であります。

－ 49 －



2023/05/29 12:15:00 / 22948161_平河ヒューテック株式会社_招集通知_電子提供措置用

個別注記表

種 類 会 社 等 の
名 称

議 決 権 等 の 所 有
（ 被 所 有 ） 割 合
（ ％ ）

関連当事者
と の 関 係

取 引
内 容

取 引 金 額
（ 百 万 円 ） 科 目 期 末 残 高

（百万円）

子会社

福泰克
（連雲港）
電子有限公司
（中国）

所有
直接18.9
間接81.1

製品仕入先
製品仕入

原材料の有償支
給等

2,111

394

買掛金

未収入金

37

116

子会社

HIKAM
AMERICA,
INC.
（米国）

所有
直接100.0

資金貸付先
役員の兼任

資金の貸付

利息の受取

393

11

長期貸付金

未収入金

667

11

子会社
福泰克香港
有限公司
（中国）

所有
間接100.0

資金貸付先
役員の兼任

資金の返済

利息の受取

96

6

短期貸付金
長期貸付金
未収入金

97
291

1

子会社

HEWTECH
PHILIPPINES
ELECTRONICS
CORP.
（フィリピン）

所有
間接100.0 資金貸付先

資金の貸付

利息の受取

1,024

14

短期貸付金
長期貸付金
未収入金

120
2,095

14

７．関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関連会社等

　取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．価格その他の条件については、原価及び市場価格を勘案のうえ決定しております。

２．貸付金の利息は、市場金利等を勘案して決定しております。

８．収益認識に関する注記
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　個別注記表「１．重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「⑷　重要な収益及び費用の計上基準」に記
載のとおりであります。
　なお、計算書類において、当社が支給品を買い戻す義務を負っている有償支給取引においては、支給品の譲
渡時に棚卸資産の消滅を認識しております。
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⑴　１株当たり純資産額 1,133円89銭
⑵　１株当たり当期純利益 101円14銭

９．１株当たり情報に関する注記

10．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 萱 嶋 秀 雄
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 林 　 映 男
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 佐 久 間 正 通

独立監査人の監査報告書
2023年５月24日

平河ヒューテック株式会社
取　締　役　会　　御中

井 上 監 査 法 人
東京都千代田区

　
監査意見

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、平河ヒューテック株式会社の2022年4月1日から
2023年3月31日までの第82期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び
個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当
該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準にお

ける当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国に
おける職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た
している。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示する
ことにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役
の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の
記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類に係る会計監査報告
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　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載
内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、
そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報
告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するた
めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかど
うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示
する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明
することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利
用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家
としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手

続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ
適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性
及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
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・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基
づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどう
か結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注
記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類
等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査
証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している
かどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる
取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統

制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行
う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー
フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書
　当監査役会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第82期事業年度の取締役の職務
の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、
以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

(１) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結
果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

(２) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担
等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及
び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況
について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社
及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社
については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要
に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確
保するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を
確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定め
る体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体
制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状
況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしまし
た。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び
検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要
に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われる
ことを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査
に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備し
ている旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連
結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記
表）について検討いたしました。

監査役会の監査報告
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常勤監査役 橋 本 　 孝 ㊞
社外監査役 阿 部 　 博 ㊞
社外監査役 江 部 安 弘 ㊞

２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して
いるものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事
実は認められません。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当
該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行について
も、指摘すべき事項は認められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人井上監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
会計監査人井上監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月24日
平河ヒューテック株式会社　監査役会

　
以　上
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地図

＜会場＞　 東京都港区海岸一丁目11番２号
アジュール竹芝　13階「飛鳥」
TEL：03-3437-2011

＜交通＞　 JR山手線・京浜東北線「浜松町駅」北口より徒歩７分
都営地下鉄浅草線・大江戸線「大門駅」Ｂ１出口より徒歩８分
東京臨海新交通ゆりかもめ「竹芝駅」東出口より徒歩１分

会 場 ご 案 内 図
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至三田 至田町

至新橋

都営大江戸線

地下鉄　大門駅
（Ｂ１出口）

旧芝離宮
恩賜庭園

大門
交差点

北口

浜離宮恩賜庭園

芝商業
高校

新
交
通
ゆ
り
か
も
め

竹
芝
桟
橋

東
出
口

首
都
高
速

第
一
京
浜

大
門
駅

都
営
浅
草
線

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅

竹
芝
駅

アジュール
竹芝

連絡通路
（３階）


